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は
じ
め
に

　

連
歌
に
漢
詩
の
句
を
取
り
合
わ
せ
る
和
漢
聯
句
・
漢
和
聯
句
は
、
鎌
倉
時
代

以
降
の
連
歌
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
伴
い
次
第
に
発
展
を
遂
げ
る
。
狭
義
の
和

漢
聯
句
が
和
句
を
発
句
と
し
漢
句
を
脇
句
と
す
る
の
に
対
し
、
漢
和
聯
句
は
、

漢
句
を
発
句
（
破
題
）
と
し
、
和
句
を
脇
句
（
入
韻
）
と
す
る
）
1
（

。
連
歌
同
様
、

和
漢
聯
句
・
漢
和
聯
句
も
式
目
に
則
り
行
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
押
韻
や
平
仄

と
い
っ
た
漢
詩
由
来
の
制
限
が
新
た
に
加
わ
る
こ
と
と
な
る
。
加
え
て
狭
義
の

和
漢
聯
句
と
漢
和
聯
句
と
の
間
に
は
押
韻
作
法
の
違
い
が
存
在
し
、
和
漢
聯
句

は
脇
句
と
す
る
漢
句
の
句
末
（
偶
数
句
末
）
に
定
め
ら
れ
た
韻
を
踏
む
必
要
が

あ
る
が
、
和
句
に
は
押
韻
が
求
め
ら
れ
な
い
。
一
方
の
漢
和
聯
句
の
場
合
、
偶

数
番
目
に
は
漢
句
だ
け
で
な
く
和
句
に
も
押
韻
が
求
め
ら
れ
る
）
2
（

。

　

右
の
よ
う
な
複
雑
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
和
漢
聯
句
・
漢
和
聯
句
で
は
、
そ

の
制
作
の
た
め
様
々
な
形
態
の
韻
書
が
誕
生
し
た
と
さ
れ
る
。
代
表
的
な
韻
書

と
し
て
、
早
く
か
ら
『
聚
分
韻
略
』、『
海
蔵
略
韻
』
等
々
が
使
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
と
く
に
中
世
末
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
和
語
（
和
訓
）

の
情
報
が
記
さ
れ
た
韻
書
が
複
数
成
立
し
て
い
る
。
安
田
章
氏
）
3
（

は
、
こ
れ
ら
の

韻
書
に
つ
い
て
、

和
漢
篇
に
遅
れ
る
こ
と
約
五
十
年
、
徳
大
寺
実
淳
の
手
に
よ
っ
て
、
明
応

七
年
、
漢
和
法
式
が
ま
と
め
上
げ
ら
れ
る
。
和
漢
連
句
に
比
し
て
、
張
行

の
回
数
は
少
い
け
れ
ど
も
、
漢
和
聯
句
に
お
い
て
も
式
目
書
が
必
要
と
さ

れ
る
ま
で
に
な
っ
た
以
上
、
和
語
を
先
行
さ
せ
る
韻
書
が
要
請
さ
れ
た
こ

と
も
想
像
に
難
く
な
い
。

と
述
べ
、
そ
の
成
立
の
背
後
に
漢
和
聯
句
の
発
展
に
伴
う
和
訓
需
要
の
高
ま
り

を
見
て
と
る
。
本
稿
の
取
り
上
げ
る
『
和
訓
押
韻
』
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
の

も
と
に
生
ま
れ
た
専
書
の
一
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
十
一
韻
を
有
し
て
い
る
。

　

現
在
、『
和
訓
押
韻
』
研
究
は
、
伝
本
・
類
本
間
で
の
異
同
や
関
連
性
な
ど

の
委
細
が
検
討
さ
れ
、
と
く
に
近
年
は
各
韻
に
お
け
る
掲
載
文
字
の
分
析
か
ら
、

従
来
の
伝
本
系
統
を
再
検
討
す
る
研
究
）
4
（

も
提
出
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
そ
れ
ら

『
和
訓
押
韻
』
類
本
の
成
立
に
関
す
る
一
試
論

│
│ 『
万
葉
集
』
と
の
関
連
か
ら 
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先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、『
和
訓
押
韻
』
の
類
本
が
有
す
る
証
歌
に
つ
い
て

考
え
た
い
。

　
『
和
訓
押
韻
』
に
は
複
数
の
類
本
が
存
在
し
、
そ
の
う
ち
曼
殊
院
蔵
『
韻
字
』、

京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
（
平
松
文
庫
）『
韻
字
集
』、
聖
護
院
蔵
『
和
訓
押
韻

東
冬
麻
陽

　
　
　
　

』
の
三
本
は
同
系
統
と
見
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
）
5
（

。
証
歌
は
こ
れ
ら
の

類
本
に
多
数
引
か
れ
、
勅
撰
集
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
歌
が
確
認
で
き
る
が
、

そ
の
な
か
で
最
も
多
い
の
が
『
万
葉
集
』
の
歌
々
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

右
の
三
つ
の
類
本
に
み
え
る
万
葉
歌
の
出
典
に
つ
い
て
は
中
御
門
宣
胤
の
『
万

葉
類
葉
抄
』（
延
徳
三
〈
一
四
九
一
〉
年
）
で
あ
る
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
稿
者
は
近
年
、
こ
の
『
類
葉
抄
』
の
訓
の
系
統
等
の
基
礎
的
な
研
究
を

進
め
て
お
り
）
6
（

、
本
稿
は
そ
れ
ら
の
成
果
も
踏
ま
え
つ
つ
、
万
葉
歌
の
出
典
の
再

検
討
、
及
び
そ
の
編
纂
の
周
辺
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

一
、『
和
訓
押
韻
』
の
類
本
に
つ
い
て

　
『
聚
分
韻
略
』
等
よ
り
抄
出
さ
れ
た
韻
書
に
は
、
大
き
く
「
十
一
韻
」「
十
二

韻
」「
十
五
韻
」
等
の
別
が
存
す
る
。
収
録
さ
れ
た
韻
字
数
は
大
勢
と
し
て
は

時
代
と
と
も
に
増
え
て
い
く
形
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
十
五
韻
」
は
「
十
二
韻
」

を
基
に
成
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
十
二
韻
」「
十
五
韻
」
と
も
に
「
十
一

韻
」
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
）
7
（

、
今
日
、「
十
一
韻
」
の
韻

書
は
漢
和
聯
句
に
資
す
る
目
的
で
編
ま
れ
た
韻
書
の
嚆
矢
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

代
表
的
な
「
十
一
韻
」
で
あ
る
『
和
訓
押
韻
』
の
成
立
は
、
明
応
末
頃
）
8
（

〜
天
正

二
十
（
一
五
八
四
）
年
）
9
（

ま
で
と
推
定
さ
れ
、
成
立
の
古
い
北
岡
文
庫
本
や
松
平

文
庫
本
）
10
（

に
は
、
東
・
支
脂
之
・
虞
模
・
真
諄
臻
・
寒
桓
（
以
上
、
上
平
声
）、

先
仙
・
蕭
宵
・
麻
・
陽
唐
・
庚
耕
清
・
尤
侯
幽
（
以
上
、
下
平
声
）
の
十
一
韻

が
掲
載
さ
れ
る
。

　
『
和
訓
押
韻
』
は
「
十
一
韻
」
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
本
来
、「
十
一

韻
」
と
は
『
聚
分
韻
略
』
や
『
海
蔵
略
韻
』
か
ら
十
一
の
韻
を
抄
出
し
た
韻
書

の
総
称
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
和
訓
押
韻
』
と
は
や
や
性
質
の
異
な
る
「
十

一
韻
」
も
存
し
、
こ
れ
ら
は
今
日
、『
和
訓
押
韻
』
の
「
類
本
」
と
の
位
置
づ
け

が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
類
本
の
な
か
で
も
、
曼
殊
院
蔵
『
韻
字
』、
京
都
大

学
付
属
図
書
館
平
松
文
庫
蔵
『
韻
字
集
』、
聖
護
院
蔵
『
和
訓
押
韻
東
冬
麻
陽

　
　
　
　

』

の
三
本
）
11
（

は
同
系
統
の
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
内
容
的
に
近
似
す
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
る
）
12
（

。
な
お
、
聖
護
院
本
は
、
三
類
本
中
で
唯
一
『
和
訓
押
韻
』
の
名
を

冠
し
、
そ
の
題
に
あ
る
通
り
、
東
・
冬
鐘
・
麻
・
陽
唐
の
四
韻
か
ら
成
る
（
収

録
韻
目
は
京
大
本
『
韻
字
集
』
も
同
様
）。
安
田
氏
、
中
村
元
氏
）
13
（

に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
聖
護
院
本
に
は
、
最
古
の
北
岡
文
庫
蔵
『
和
訓
押
韻
』
に

は
な
い
冬
鐘
韻
が
含
ま
れ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　
『
漢
和
三
五
韻
』（
十
五
韻
）
序
）
14
（

に
よ
れ
ば
、『
和
訓
押
韻
』
に
元
韻
を
取
り

こ
ん
だ
も
の
（
十
二
韻
）
15
（

）、
さ
ら
に
冬
鐘
韻
、
灰
韻
、
歌
韻
を
取
り
込
ん
だ
も

の
（
十
五
韻
）
が
段
階
的
に
生
ま
れ
、
そ
れ
ら
十
二
韻
や
十
五
韻
の
韻
書
は
基

と
な
っ
た
『
和
訓
押
韻
』
と
は
別
の
本
と
見
な
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
聖
護

院
本
は
『
和
訓
押
韻
』
の
名
を
冠
し
つ
つ
も
、
十
五
韻
系
の
韻
書
が
持
つ
冬
鐘

韻
を
有
す
る
特
殊
な
例
と
言
え
る
が
、『
聚
分
韻
略
』
を
基
に
成
立
し
た
『
和
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訓
押
韻
』
が
本
来
、「
い
ま
こ
の
抄
出
の
趣
は
か
の
席
に
の
そ
み
て
諳
に
覚
悟

す
る
こ
と
た
や
す
か
ら
す
よ
は
ひ
た
け
て
後
は
つ
と
に
き
け
る
こ
と
夜
は
の
む

し
ろ
に
お
ほ
つ
か
な
く
暁
の
ね
覚
に
お
も
ふ
こ
と
あ
し
た
の
枕
に
の
こ
ら
さ
れ

は
韻
脚
に
用
へ
き
字
を
か
き
い
た
し
つ
ゝ
」（
北
岡
文
庫
本
序
）
と
、
会
に
参

加
す
る
に
あ
た
っ
て
の
実
用
に
特
化
し
た
側
面
が
強
い
こ
と
か
ら
も
、
書
名
そ

の
も
の
に
は
さ
ほ
ど
力
点
を
置
か
れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
高
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
聖
護
院
本
は
『
和
訓
押
韻
』
の
名
を
冠
し
て
は
い
る
が
、

そ
の
収
録
韻
字
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
点
に
お
い
て
、
北
岡
文
庫
本
や
松
平
文
庫

本
の
内
容
と
は
異
な
る
点
を
有
す
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
証
歌
も
そ
の
一
で
あ
り
、

北
岡
文
庫
本
や
松
平
文
庫
本
に
は
証
歌
が
掲
載
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
伝
来
あ

る
い
は
改
変
の
過
程
で
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
聖
護
院
本
は
、

安
田
氏
に
よ
っ
て
京
大
本
『
韻
字
集
』
と
仮
名
遣
い
に
異
同
を
見
る
程
度
の
近

似
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
）
16
（

、
中
村
氏
も
、
京
大
本
に
は
聖

護
院
本
に
み
え
る
「
後
陽
成
院
御
作
」
等
の
記
述
が
な
い
こ
と
を
指
摘
）
17
（

し
つ
つ

も
、
安
田
氏
の
指
摘
を
追
認
す
る
）
18
（

。
曼
殊
院
蔵
『
韻
字
』
は
、
東
韻
の
み
か
ら

構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
安
田
氏
は
京
大
本
所
収
の
東
韻
の
項
と
の
比
較

か
ら
、「
眉
上
に
註
記
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
、
両
書
は
大
同
」
と

し
た
）
19
（

。

二
、『
和
訓
押
韻
』
類
本
に
つ
い
て
（
２

）

　
　
│
そ
の
証
歌
の
出
典
を
め
ぐ
っ
て

　
『
和
訓
押
韻
』
の
類
本
に
み
え
る
万
葉
集
や
勅
撰
集
な
ど
の
証
歌
は
、
全
体

で
一
二
四
首
み
え
、
う
ち
万
葉
歌
が
四
九
首
と
お
よ
そ
四
割
を
占
め
る
。
従
来

の
研
究
史
に
お
い
て
、
韻
字
そ
の
も
の
に
比
し
て
は
、
さ
ほ
ど
考
察
の
対
象
と

な
っ
て
こ
な
か
っ
た
証
歌
に
つ
い
て
、
最
初
に
そ
の
具
体
的
な
出
典
を
指
摘
し

た
の
は
安
田
氏
で
あ
る
）
20
（

。
氏
は
、
京
大
本
の
調
査
か
ら
、
証
歌
の
多
く
が
『
夫

木
和
歌
抄
』
に
基
づ
く
こ
と
、
そ
の
一
方
で
万
葉
歌
に
つ
い
て
は
『
万
葉
類
葉

抄
』（
中
御
門
宣
胤
、
延
徳
三
〈
一
四
九
二
〉
年
）
に
基
づ
く
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
後
に
中
村
氏
も
、
聖
護
院
本
の
解
説
中
、
別
例
を
新
た
に
指
摘
し
た
う

え
で
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
『
万
葉
類
葉
抄
』
は
、
後
土
御
門
天
皇
の
勅
命
を
受
け
、
延
徳
三
（
一
四
九
二
）

年
、
当
時
の
権
大
納
言
中
御
門
宣
胤
の
手
に
よ
り
編
ま
れ
た
『
万
葉
集
』
の
語

句
の
部
類
辞
書
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
『
万
葉
集
』
を
底
本
）
21
（

に
、
集
中
四
五
〇

〇
余
首
の
歌
の
九
割
超
を
全
十
八
巻
に
分
類
し
、
短
歌
・
長
歌
を
一
部
（
時
に

一
首
全
体
）
抜
粋
す
る
形
で
採
録
す
る
。
排
列
は
、
ま
ず
、
天
象
・
時
節
・
地

儀
・
居
所
・
諸
国
・
草
・
木
・
飛
禽
・
走
獣
・
昆
虫
・
龍
魚
・
甲
虫
・
人
倫
（
上
・

下
）・
人
体
・
衣
服
・
飲
食
・
器
財
の
十
八
部
に
分
類
し
、
更
に
、
各
分
類
を
「
天

象
」
で
あ
れ
は
「
雨
・
霧
・
露
…
」
の
よ
う
に
細
別
し
、
そ
の
小
分
類
は
八
九

三
類
に
及
ぶ
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
歌
句
に
は
『
八
雲
御
抄
』
や
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仙
覚
『
万
葉
集
註
釈
』、『
万
葉
集
目
安
』（
作
者
未
詳
）
等
を
多
数
引
用
す
る
。

同
書
に
は
、
完
本
）
22
（

、
零
本
併
せ
て
二
十
七
の
写
本
）
23
（

が
伝
わ
り
、
そ
の
殆
ど
が
江

戸
期
の
書
写
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
多
数
の
伝
本
が
残
存
す
る
こ
と
か
ら
も

広
く
利
用
さ
れ
た
と
み
え
る
が
、
そ
の
性
質
上
実
際
に
利
用
さ
れ
た
形
跡
を
追

う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
安
田
、
中
村
両
氏
の
指
摘
す
る
『
和
訓
押
韻
』
類
本
で

の
利
用
例
は
、
現
在
確
認
し
う
る
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
。

　

改
め
て
、
安
田
氏
が
特
に
万
葉
集
歌
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
部
分
を
確
認

し
た
い
。（
引
用
中
の
用
例
・
丁
数
は
京
大
本
の
も
の
で
あ
る
。）

韻
字
集
〈
注
：
京
都
大
学
本
〉
の
「
龍
」（
５

オ
）
の
「
吉
岡
之
」
の
表
記

は
異
様
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
な
表
記
は
、
そ
の
裏
の
「
胸
」
に
も
、

○
万
三　

曽ソ

許コ

念ヒ

に
胸
こ
そ
痛イ
タ
メ　

長
歌

○
同
四　

上
略　

吾ワ
カ
ム
ネ
キ
リ
ヤ
ク
カ
コ
ト

‐
截
焼
如　

な
ど
と
見
え
、
も
と
よ
り
夫
木
和
歌
抄
か
ら
で
は
な
く
、
類
葉
抄
に
拠
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。「
龍
」
に
つ
い
て
、
同
書
の
魚
部
（
第
十
一
）
の
「
龍
」

の
冒
頭
歌
が
「
吾
岡
之
」
で
あ
り
、
京
大
附
属
図
書
館
平
松
家
本
〈
注
：『
万

葉
類
葉
抄
』
を
指
す
〉
を
検
す
れ
ば
、「
令
落
」「
ク
タ
ケ
シ
…
チ
リ
ケ
ム
」

程
度
の
、
訓
点
の
小
異
が
あ
る
。
な
お
、「
注
云
」
以
下
は
、

註
尺
云
、お
か
み
と
は
蛇
龍
を
云
也
、お
よ
そ
龍
に
四
種
あ
り
、（
中
略
）

天
下
に
雨
雪
を
ふ
ら
し
む
る
は
龍
衆
不
思
儀
也
下略

を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
右
に
引
い
た
「
胸
」
の
二
項
も
、
前
者
は

類
葉
抄
の
「
胸
」（
第
十
五
人
体
部
）
の
冒
頭
に
そ
の
ま
ま
見
え
、
後
者
は
、

同
条
の
第
四
番
目
に
あ
る
、

夜
の
ほ
と
ろ
出
つ
ゝ
来
ら
く
遍ア
マ

多タ
ヽ

数ヒ

成ナ
レ

は
吾ワ
カ

胸
截キ
リ
ヤ
ク
カ
コ
ト

焼
如

の
抄
出
で
あ
ろ
う
。

安
田
氏
は
冬
鐘
韻
「
龍
」、「
胸
」
に
付
さ
れ
た
万
葉
集
歌
に
つ
き
、
同
じ
く
京

都
大
学
図
書
館
蔵
『
万
葉
類
葉
抄
』
と
比
較
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
合
致
を
み

た
と
指
摘
す
る
。
同
様
の
見
解
を
示
す
中
村
氏
は
次
の
例
を
挙
げ
る
。（
引
用

中
の
用
例
・
丁
数
は
聖
護
院
本
の
も
の
で
あ
る
。）

「
窪
」（
11
ウ
）
に
お
け
る
次
の
証
歌
と
そ
の
注
は
、
類
葉
抄
か
ら
引
か

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

あ
し
鴨
の
す
た
く
池
水
ま
さ
れ
と
も

ま
け
み
そ
方
に
わ
れ
こ
え
や
め
も

ま
け
み
そ
か
た
と
は
水
の
ま
さ
ら
む
時
に
末
を
な
か
さ
む
と
て
か
ね

て
ほ
り
と
ほ
し
た
る
溝
な
り

類
葉
抄
、
地
儀
部
、「
溝
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

溝

十
一
章
鴨
之
多
│
集
池
水
蚩
溢
儲
溝
方
余
吾
将
越
八
方

・ 

註
尺
云
ま
け
み
そ
か
た
と
は
水
の
ま
さ
ら
む
時
に
末
を
な
か
さ
む
と

て
か
ね
て
ほ
り
と
ほ
し
た
る
溝
也
心
は
池
の
み
か
さ
ま
さ
り
て
ま
け

み
そ
か
た
に
な
か
る
と
も
我
恋
の
涙
の
た
え
す
多
な
か
る
ゝ
に
こ
え

め
や
も
と
よ
め
る
な
り

右
の
類
葉
抄
の
「
注
尺
」
は
仙
覚
の
萬
葉
集
註
釈
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
が
、

（
中
略
）
和
訓
押
韻
の
万
葉
集
歌
が
、
類
葉
抄
か
ら
引
か
れ
た
と
す
る
、

既
に
指
摘
さ
れ
た
他
の
例
か
ら
類
推
し
て
、
こ
の
「
ま
け
み
そ
か
た
」
の
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注
も
、
萬
葉
集
註
釈
か
ら
で
は
な
く
、
類
葉
抄
を
通
し
て
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

中
村
氏
の
指
摘
す
る
例
は
麻
韻
「
窪
」
に
書
入
れ
ら
れ
た
万
葉
集
歌
に
つ
い
て

で
あ
る
。
両
氏
の
指
摘
す
る
箇
所
は
、
い
ず
れ
も
明
ら
か
に
『
類
葉
抄
』
か
ら

出
た
も
の
で
、
そ
の
分
析
と
指
摘
は
首
肯
し
得
る
。
こ
の
見
解
は
、
以
降
の
『
和

訓
押
韻
』
研
究
に
お
い
て
も
踏
襲
さ
れ
、
例
え
ば
、
木
村
晟
氏
）
24
（

に
よ
る
『
万
葉

類
葉
抄
』
の
解
説
に
は
、
安
田
、
中
村
両
氏
の
論
を
引
き
つ
つ
、
以
下
の
よ
う

に
纏
め
ら
れ
る
。

『
類
葉
抄
』
の
受
容
の
問
題
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
中
世
末
か
ら
近
世
に

か
け
て
、
漢
和
聯
句
の
た
め
の
韻
書
が
幾
種
も
編
輯
さ
れ
た
。
ま
づ
十
一

韻
の
『
和
訓
押
韻
』（
北
岡
本
・
松
平
本
・
龍
門
本
・
版
本
）、
続
い
て
十

二
韻
の
叡
山
文
庫
蔵
『
韻
字
記
』　

や
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
韻
字
之
書
』、

十
五
韻
の
『
漢
和
三
五
韻
』（
貞
享
三
年
〈
一
六
八
六
〉
刊
）
な
ど
が
主

要
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
の
韻
書
の
孰
れ
に
も
、『
万
葉
集
』

の
語
句
が
相
当
数
引
例
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
韻
書
群
が

直
接
に
依
拠
し
た
「
万
葉
集
」
は
、実
は
『
万
葉
集
』
な
の
で
あ
っ
て
、『
類

葉
抄
』
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
『
和
訓
押
韻
』
の
類
書
で
、
他
の
一

つ
の
系
列
の
韻
書
群
、
す
な
は
ち
京
都
大
学
附
属
図
書
館
平
松
文
庫
蔵

『
韻
字
集
』
や
聖
護
院
蔵
『
和
訓
押
韻
東
冬
麻
陽

　
　
　
　

』、「
東
韻
」
の
み
の
曼
殊

院
蔵
『
韻
字
』
等
は
悉
く
『
類
葉
抄
』
に
依
拠
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
本
稿
に
関
わ
る
点
を
中
心
に
論
点
を
確
認
し
た
が
、
改
め
て
先
行
研

究
に
お
け
る
以
下
の
二
つ
の
指
摘
、

① 

『
和
訓
押
韻
』
類
本
の
う
ち
、
曼
殊
院
本
・
京
大
本
・
聖
護
院
本
は
同

系
統
で
あ
り
、
内
容
も
近
似
す
る
。

② 

『
和
訓
押
韻
』
類
本
に
み
え
る
万
葉
集
歌
は
悉
く
『
万
葉
類
葉
抄
』
か

ら
の
引
用
で
あ
る
。

は
重
要
で
あ
る
。
右
の
二
点
に
つ
い
て
の
先
行
論
の
示
す
傍
証
と
考
察
は
首
肯

し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
改
め
て
確
認
す
る
と
、
右
掲
の
論
に
お
い
て
、
東

韻
中
の
『
類
葉
抄
』
の
受
容
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。

　

東
韻
の
用
例
が
指
摘
さ
れ
な
い
こ
と
の
問
題
点
は
、
類
本
の
う
ち
曼
殊
院
本

が
東
韻
の
み
か
ら
成
る
こ
と
と
関
わ
る
。
実
の
と
こ
ろ
、『
類
葉
抄
』
と
『
和

訓
押
韻
』
と
の
関
わ
り
を
最
初
に
指
摘
し
た
前
掲
安
田
論
は
、
曼
殊
院
本
を
主

に
論
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
曼
殊
院
本
が
東
韻
の
み
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
代
替
措
置
と
し
て
京
大
本
を
用
い
て
い
る
。
安
田
氏
は
、
京

大
本
と
曼
殊
院
本
の
東
韻
の
項
の
比
較
か
ら
、

韻
字
集
〈
引
用
注
：
京
大
本
〉
に
お
い
て
、
眉
上
に
註
記
が
加
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
除
け
ば
、
両
書
は
大
同
で
あ
り
、
韻
字
〈
引
用
注
：
曼
殊
院
本
〉
を

親
本
と
し
て
伝
写
さ
れ
た
の
が
韻
字
集
〈
引
用
注
：
京
大
本
〉
で
あ
る
と
み

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

と
述
べ
、
曼
殊
院
本
の
欠
を
補
う
上
で
、
京
大
本
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、『
類
葉
抄
』
の
利
用
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
例
は
、
い

ず
れ
も
曼
殊
院
本
に
は
な
い
冬
鐘
韻
の
用
例
で
あ
っ
た
。
安
田
氏
は
最
終
的
に
、

「
韻
字
（
注
：
曼
殊
院
本
）
の
原
編
者
は
、
宣
胤
が
『
延
徳
三
年
依　

勅
命
部
類
之
』

と
し
た
類
葉
抄
を
披
見
し
得
る
階
層
に
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
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て
い
る
が
、
こ
れ
は
右
の
よ
う
な
論
理
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
『
和
訓
押
韻
』
の
三
つ
の
類
本
（
曼
殊
院
本
『
韻
字
』、
京
大
本
『
韻
字
集
』、

聖
護
院
本
『
和
訓
押
韻
東
冬
麻
陽

　
　
　
　

』）
は
同
一
系
統
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
内
容
的
に

も
非
常
に
近
し
い
本
で
あ
る
が
、
右
の
安
田
氏
の
考
察
、
す
な
わ
ち
曼
殊
院
本

に
な
い
部
分
に
よ
っ
て
曼
殊
院
本
の
考
察
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
慎
重
で

あ
り
た
い
。
次
節
で
は
、『
類
葉
抄
』
と
『
和
訓
押
韻
』
類
本
の
証
歌
と
の
関

係
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
東
韻
に
採
録
さ
れ
た
万
葉
集
歌
は
、『
類
葉
抄
』

に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
か
、
改
め
て
調
査
を
行
う
。

三
、『
和
訓
押
韻
』
類
本
に
お
け
る
『
万
葉
集
』

　
『
和
訓
押
韻
』
に
み
え
る
万
葉
集
歌
は
概
ね
一
首
全
体
を
抜
き
出
す
も
の
で

あ
る
が
、
時
に
そ
の
一
部
の
み
を
掲
出
す
る
場
合
も
あ
る
。
以
下
は
類
本
か
ら

万
葉
歌
を
全
て
抜
き
出
し
、
加
え
て
、
そ
の
出
典
を
再
度
確
認
・
分
類
し
た
も

の
で
あ
る
。
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、『
類
葉
抄
』
と
比
較
し
た
際
に
明
ら
か
に

『
類
葉
抄
』
の
み
で
は
引
用
し
得
な
い
情
報
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
Ａ
『
類
葉

抄
』
以
外
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
証
歌
に
、『
夫
木
和
歌
抄
』
未
収
歌
、『
類
葉

抄
』
で
引
用
可
能
な
歌
、『
類
葉
抄
』
の
利
用
が
明
ら
か
な
歌
を
、
Ｂ
『
類
葉
抄
』

に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
証
歌
に
分
類
し
た
。

　

Ａ　
『
類
葉
抄
』
以
外
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
証
歌

（
東
韻
・
韻
外
） 

久
堅
の
あ
ま
乃
川
原
に
ぬ
え
と
り
の
う
ら
ひ
れ
お
り
つ
く
る

し
き
ま
て
に　

赤
人

　

Ｂ　
『
類
葉
抄
』
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
証
歌
（
掲
載
順
）

（
冬
鐘
韻
） 

吾ワ
カ
オ
カ
ノ

岡
之
於オ
カ
ミ
ニ
イ
ヒ
テ

可
美
尓
言
而
令フ
ラ
シ
ム
ル落

雪ユ
キ
ノ
ク
タ
キ
シ

之
嶊
之
被ソ
コ
ニ
チ
リ
ケ
ン

所
尓
塵
家
武

（
冬
鐘
韻
） 

曽ソ

コ

ヒ
許
念
に
胸
こ
そ
痛イ
タ
メ　

長
歌

（
冬
鐘
韻
）
上
略　

吾ワ
カ
ム
ネ
キ
リ
ヤ
ク
カ
コ
ト

‐
截
焼
如　

（
冬
鐘
韻
） 

長ナ
カ

月
の
し
く
れ
の
雨
の
山
霧
に
烟ケ
ム
キ寸

わ
か
む
ね
誰
を
見ミ

は
将ヤ
マp

息ン

（
冬
鐘
韻
） 

き
ゝ
し
よ
り
物
を
お
も
へ
は
わ
か
胸
は
破ワ
レ
テ
ク
タ
ケ
テ

而
嶊
而
鋒サ
キ

心
無
シ

（
冬
鐘
韻
）
胸
不ヤ
ス
カ
ラ
ス安

恋コ
フ

れ
か
も　

長
歌

（
冬
鐘
韻
）
あ
か
胸
い
た
し
恋
の
し
け
き
に

（
冬
鐘
韻
） 

い
さ
子
と
も
は
や
日
の
も
と
へ
お
ほ
と
も
の
御
津
乃
濱
松
ま
ち
恋

ぬ
ら
む

（
冬
鐘
韻
） 

三
吉
野
の
玉
松
か
枝
は
ゝ
し
き
か
も
き
み
か
み
こ
と
を
も
ち
て
か

よ
は
く

（
冬
鐘
韻
） 

磐
代
の
野
中
に
た
て
る
む
す
ひ
松
こ
ゝ
ろ
も
と
け
す
む
か
し
思
へ
は

（
冬
鐘
韻
） 

し
ら
鳥
の
飛
羽
山
松
の
待
ち
つ
ゝ
そ
わ
か
恋
わ
た
る
此
月
こ
ろ
を

（
冬
鐘
韻
） 

か
ら
衣
き
な
ら
の
里
乃
妻
ま
つ
に
玉
を
し
つ
け
ん
よ
き
人
も
か
な

（
冬
鐘
韻
） 

一
松
い
く
代
か
へ
ぬ
る
ふ
く
風
乃
声
の
す
め
る
は
年
ふ
か
き
か
も

（
冬
鐘
韻
） 

あ
ぢ
の
す
む
す
さ
の
入
江
の
あ
ら
い
そ
松
わ
れ
を
ま
つ
こ
ら
は
た

だ
ひ
と
り
の
み

（
冬
鐘
韻
） 
巌
ろ
の
そ
ひ
の
わ
か
松
か
き
り
と
や
き
み
か
き
ま
さ
す
う
ら
も
と

な
く
に

（
冬
鐘
韻
） 

伊
勢
の
海
の
朝
な
き
に
来
よ
る
深
海
松
ゆ
ふ
な
き
に
来
寄
る 

俣マ
タ
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ミ
イ　

長
歌

（
冬
鐘
韻
） 

味
酒
乃
三
輪
の
の
は
ふ
り
か
山
て
ら
す
あ
き
の
も
み
ち
乃
ち
ら
ま

く
お
し
も　

長
歌

（
冬
鐘
韻
）
琴
酒
を
お
し
た
れ
小
野
に
い
つ
る
水

（
冬
鐘
韻
） 
八
千
こ
ほ
の
神
の
御
代
よ
り
と
も
し
つ
ま
人
し
り
に
け
り
つ
き
ら

し
思
へ
は

（
冬
鐘
韻
） 

た
を
や
め
の
袖
ふ
き
か
へ
す
あ
す
か
か
せ
都
を
と
を
み
い
た
つ
ら

に
ふ
く

（
冬
鐘
韻
） 

は
つ
瀬
め
の
つ
く
る
木ユ

フ綿
は
な
み
よ
し
野
乃
瀧
乃
み
な
わ
に
さ
き

き
た
ら
す
や

（
冬
鐘
韻
） 

河カ
ハ
チ内

め
か
手
そ
め
の
糸
を
く
り
か
へ
し
か
た
い
と
に
あ
れ
と
た
え

ん
と
お
も
へ
や

（
冬
鐘
韻
） 

さ
を
と
め
は
同
こ
ゝ
ろ
に
し
は
ら
く
も
や
む
時
も
な
く
見
は
や
と

そ
思
ふ
〔
さ
を
と
め
の
若
き
女
の
〕

（
麻
韻
） 

つ
く
れ
る
家
に
千
代
ま
て
に
き
ま
せ
大
君
・
わ
れ
も
か
よ
は
む　

長
歌

（
麻
韻
） 

都
な
る
荒
れ
た
る
家
に
ひ
と
り
寝
ば
旅
に
ま
さ
り
て
苦
し
か
る
べ
し

（
麻
韻
） 

人
も
な
き
む
な
し
き
い
へ
は
草
ま
く
ら
た
ひ
に
ま
さ
り
て
く
る
し
か

り
け
り

（
麻
韻
） 

里
家
は
さ
は
に
あ
れ
と
も
い
か
さ
ま
に　

長
哥
之
さ
は
は
多
也

（
麻
韻
） 

は
る
の
日
の
霞
時
に
住
よ
し
の
き
し
に
い
て
ゐ
て　

長
歌

（
麻
韻
） 

あ
し
鴨
の
す
た
く
池
水
ま
さ
れ
と
も
ま
け
み
そ
方
に
わ
れ
こ
え
め
や
も

（
麻
韻
） 

あ
か
つ
き
と
夜
か
ら
す
な
け
と
こ
の
み
ね
の
木
末
か
う
へ
は
い
ま
た

し
つ
け
し

（
麻
韻
） 

婆
羅
門
の
つ
く
れ
る
小
田
を
は
む
か
ら
す
ま
な
ぶ
た
は
れ
て
は
た
ほ

こ
に
お
り

（
麻
韻
） 

草
枕
た
ひ
に
物
お
も
ふ
わ
か
き
け
は
夕
か
た
ま
け
て
な
く
か
は
つ
か
も

（
麻
韻
） 

わ
き
も
こ
か
ひ
た
い
に
お
ふ
る
す
こ
ろ
く
の
こ
と
ひ
の
う
し
の
く
ら

の
う
へ
の
か
さ

（
麻
韻
） 

あ
を
は
た
の
木コ

は
た
の
上
を
か
よ
ふ
と
は
め
に
は
み
れ
と
も
ゝ
に
あ

は
ぬ
か
も

（
麻
韻
） 

む
ら
さ
き
の
お
び
の
む
す
び
も
と
き
も
み
ず
も
と
な
や
い
も
に
こ
ひ

わ
た
り
な
む

（
麻
韻
） 

瑞
籬
の
ひ
さ
し
き
代
よ
り
恋
す
れ
は
わ
か
お
ひ
ゆ
る
ふ
朝
よ
ひ
こ
と
に

（
陽
唐
韻
） 

ち
は
や
ふ
る
神
の
や
し
ろ
の
な
か
り
せ
は
春
日
の
の
へ
に
あ
は
ま

か
ま
し
を

（
陽
唐
韻
） 

足
柄
の
は
こ
ね
の
山
に
あ
は
ま
き
て
実
と
は
な
れ
る
か
あ
は
な
く

も
あ
や
し

（
陽
唐
韻
） 

た
ら
ち
ね
の
母
が
そ
の
な
る
く
は
す
ら
を
ね
か
へ
は
き
ぬ
に
き
る

と
い
ふ
も
の
を

（
陽
唐
韻
） 

筑
波
根
の
に
ゐ
く
は
眉
の
き
ぬ
は
あ
れ
と
君
か
み
け
し
ゝ
あ
や
に

き
ほ
し
も

（
陽
唐
韻
） 
し
か
の
あ
ま
の
釣
舟
の
つ
な
た
へ
す
し
て
こ
こ
ろ
に
思
ひ
て
出
て

き
に
け
り

（
陽
唐
韻
） 

ひ
こ
星
の
妻
よ
ふ
舟
の
引
綱
の
た
へ
ん
と
君
を
わ
か
お
も
は
な
く
に
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（
陽
唐
韻
） 

た
こ
の
ね
に
よ
せ
つ
な
は
へ
て
よ
す
れ
と
も
あ
に
く
や
し
つ
し
其

か
ほ
よ
き
に

（
陽
唐
韻
） 

い
け
る
世
に
わ
れ
は
ま
た
み
す
こ
と
た
へ
て
か
く
あ
は
れ
け
に
ぬ

へ
る
ふ
く
ろ
は

（
陽
唐
韻
・
韻
外
） 
あ
ま
の
海
に
月
の
舟
う
け
か
つ
ら
か
ち
か
け
て
こ
く
み
ゆ

月
人
お
と
こ

（
陽
唐
韻
・
韻
外
） 

玉
も
か
る
あ
ま
乙
女
と
も
み
に
ゆ
か
ん
船フ
ナ

か
ち
も
か
な
波

た
か
く
と
も

（
陽
唐
韻
・
韻
外
） 

枕
香
の
こ
か
の
わ
た
り
の
か
ら
か
ち
の
音
た
か
し
も
な
寝ネ

な
へ
児コ

ゆ
へ
に

（
陽
唐
韻
・
韻
外
） 

に
は
清キ
ヨ

み
お
き
へ
こ
き
い
つ
る
あ
ま
舟
の
執カ
チ
ト
ル
マ
ナ
キ

梶
間
無
こ
ひ

も
す
る
鴨

　

右
の
通
り
、
そ
の
殆
ど
が
『
類
葉
抄
』
に
基
づ
く
、
あ
る
い
は
『
類
葉
抄
』

に
よ
っ
て
引
用
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
Ｂ
四
十
八
首
の
う
ち
、『
夫
木
抄
』
に

採
録
さ
れ
る
も
の
は
三
分
の
一
以
下
の
十
五
首
で
あ
り
、
や
は
り
万
葉
歌
に
関

し
て
は
『
夫
木
抄
』
の
利
用
の
可
能
性
は
低
く
、
安
田
、
中
村
両
氏
の
指
摘
か

ら
も
『
類
葉
抄
』
が
依
拠
資
料
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
両
氏
の
指
摘
し
た
例
の
他

に
、『
類
葉
抄
』
参
照
の
根
拠
と
な
る
例
を
挙
げ
る
と
、
冬
鐘
韻
中
の
、「
さ
を

と
め
は
同
こ
ゝ
ろ
に
し
は
ら
く
も
や
む
時
も
な
く
見
は
や
と
そ
思
ふ
」（
巻
十

二
・
二
九
二
一
）
は
〔
さ
を
と
め
の
若
き
女
の
〕
と
の
注
が
添
え
ら
れ
て
い
る

が
、
仙
覚
校
訂
本
系
を
は
じ
め
と
す
る
『
万
葉
集
』
諸
本
に
は
こ
の
よ
う
な
注

記
は
な
い
。『
類
葉
抄
』
の
当
該
歌
を
確
認
す
る
と
「
サ
ヲ
ト
メ
ハ
若
中
女
也
」

と
『
万
葉
集
目
安
』
の
説
を
記
し
て
お
り
、
当
該
部
分
は
『
類
葉
抄
』
引
所
の

注
記
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
類
葉
抄
』
に
基
づ
く
と
思
わ

れ
る
例
は
他
に
も
複
数
見
出
し
う
る
が
、
一
方
、
Ａ
に
分
類
し
得
る
証
歌
は
東

韻
の
一
首
と
極
端
に
少
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
な
お
、
東
韻
所
収
の
万
葉
歌
は

こ
の
一
首
の
み
で
あ
る
。『
類
葉
抄
』
は
作
者
を
明
記
し
な
い
。
た
め
に
、
東

韻
の
一
首
「
久
堅
の
あ
ま
乃
川
原
に
ぬ
え
と
り
の
う
ら
ひ
れ
お
り
つ
く
る
し
き

ま
て
に
」（
巻
十
・
一
九
九
七
）
は
、「
赤
人
」
と
の
記
載
を
持
つ
点
で
他
の
証

歌
と
は
異
質
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
歌
は
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
は
作
者
不
明

歌
で
あ
り
、
赤
人
の
詠
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
安
期
成
立
の
『
赤
人

集
』
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
、
後
代
赤
人
詠
と
し
て
も
認
識
さ
れ
る
に
至
る
。

『
和
訓
押
韻
』
の
類
本
中
で
、
当
該
歌
が
「
赤
人
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
も
、
こ

の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
る
が
、『
万
葉
集
』
を
直
接
参
照
し
て
作
成
さ
れ
た
）
25
（

『
類
葉
抄
』
は
当
然
な
が
ら
当
該
歌
を
作
者
不
明
歌
と
し
て
扱
う
た
め
、
こ
の

点
か
ら
も
『
類
葉
抄
』
由
来
と
は
考
え
難
い
。
編
者
が
独
自
の
知
見
に
よ
っ
て

「
赤
人
」
の
一
語
を
記
入
し
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
が
、
他
の
証
歌
に
は
全
く
現

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
異
な
る
資
料
を
参
照
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

東
韻
の
編
者
は
い
か
な
る
資
料
を
参
照
し
た
か
。『
万
葉
集
』、『
類
葉
抄
』

を
除
き
、
当
該
歌
を
載
せ
る
作
は
『
赤
人
集
』
及
び
『
夫
木
抄
』
で
あ
る
。
さ

ら
に
、こ
の
よ
う
な
作
者
を
記
す
形
式
は
、『
夫
木
抄
』
に
合
致
し
、実
際
に
『
夫

木
抄
』
に
よ
っ
て
当
該
歌
を
確
認
す
る
と
、「
赤
人
」
と
の
作
者
名
が
記
さ
れ
る
。

万
葉
歌
を
除
く
他
の
証
歌
が
『
夫
木
抄
』
に
依
る
例
）
26
（

も
勘
案
す
れ
ば
、
東
韻
の



『和訓押韻』類本の成立に関する一試論

（153）902

万
葉
歌
は
、『
類
葉
抄
』
で
は
な
く
、『
夫
木
抄
』
を
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
よ

う
。

四
、『
和
訓
押
韻
』
類
本
に
お
け
る
「
東
韻
」
の
性
質

　

東
韻
の
他
韻
目
と
の
異
質
性
は
他
に
も
指
摘
し
得
る
。
前
節
の
万
葉
歌
一
覧

に
お
い
て
、
他
の
韻
目
で
は
万
葉
歌
が
多
数
引
用
さ
れ
る
の
に
対
し
、
東
韻
は

僅
か
一
首
、
末
尾
の
韻
外
字
）
27
（

の
中
に
引
用
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
東
韻
に
お
け

る
『
万
葉
集
』
の
扱
い
は
、
様
々
な
面
に
お
い
て
他
の
韻
目
と
は
様
相
が
異
な

る
。
そ
し
て
、
こ
の
万
葉
歌
引
用
に
お
け
る
温
度
差
や
参
照
資
料
の
相
違
は
、

成
立
や
編
者
等
に
お
け
る
他
韻
目
と
の
何
等
か
の
隔
た
り
を
想
定
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、『
和
訓
押
韻
』
類
本
に
は
、
東
韻
末
尾
に
次
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。（
聖
護
院
本
に
よ
る
、
訓
点
は
写
本
マ
マ
。）

訓
点
雖ト
モ

p

多ト

不ハ

詳ナ
ラ

 

者
除キw

弃
之ヲq

韵
字
亦
倭ニ

難キp

用
者
略スp

之ヲ

後
皆
傚ナ
ラ
ヘ

p 
此ニ

「
訓
点
が
多
く
あ
っ
て
も
不
詳
の
も
の
は
除
き
棄
て
、
韻
字
に
つ
い
て
も
同
様

に
使
い
難
い
も
の
は
省
略
し
た
、
後
も
み
な
こ
れ
に
倣
え
」
と
す
る
こ
の
記
述

は
、
三
本
の
類
本
に
共
通
し
、
そ
の
内
容
か
ら
も
東
韻
成
立
当
初
か
ら
の
記
述

と
言
え
る
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
右
の
記
述
に
関
す
る
言
及
は
多
く
は
な

い
が
、
そ
の
内
容
は
編
纂
の
方
針
に
か
か
る
も
の
と
し
て
、
同
時
に
、
東
韻
が

最
も
早
期
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
東
韻
は
上

平
声
の
冒
頭
に
位
置
し
、
最
初
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
自
体
は
問
題
で
は
な
い
。

し
か
し
、
右
の
一
文
は
東
韻
が
他
の
韻
目
の
見
本
と
し
て
、
あ
る
程
度
独
立
し

て
成
立
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
そ
れ
は
東
韻
中
の
万
葉
歌
が
他
韻
目
と

は
異
な
る
様
相
を
呈
す
る
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
『
和
訓
押
韻
』
は
漢
和
聯
句
に
用
い
る
工
具
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
様
な

形
態
・
名
称
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
『
和
訓
押
韻
』
の
定
義
づ
け
は

困
難
な
面
も
あ
る
が
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
大
局
的
に
は
十
一
韻
を
基
本

と
す
る
複
数
韻
を
有
し
、
韻
字
に
和
訓
を
付
す
点
で
一
致
す
る
と
言
え
る
。
そ

の
な
か
で
、
み
て
き
た
よ
う
に
、
本
稿
の
取
り
上
げ
た
三
つ
の
類
本
で
は
、
東

韻
の
み
他
の
韻
目
か
ら
の
独
立
し
た
性
質
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
来
的

に
は
東
韻
を
含
む
一
冊
の
韻
書
が
一
人
の
編
者
に
よ
っ
て
同
時
に
成
立
し
た
可

能
性
は
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
の
こ
の
想
定
に
関
連
し
、
安
田
氏
に
よ
る

次
の
指
摘
は
重
要
な
示
唆
に
富
む
。
氏
は
、『
和
訓
押
韻
』
類
本
の
調
査
に
際
し
、

当
該
の
曼
殊
院
本
『
韻
字
』（
東
韻
の
み
）
及
び
、
聖
護
院
蔵
「
無
名
韻
字
」（
麻

韻
の
み
。
表
紙
無
記
に
つ
き
、
便
宜
的
に
「
無
名
韻
字
」
と
呼
称
）
の
よ
う
な

一
つ
の
韻
の
み
を
収
め
る
韻
書
が
存
在
す
る
こ
と
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

（
平
松
文
庫
）『
入
韻
字
』（
三
冊
。
二
冊
は
そ
れ
ぞ
れ
表
紙
に
「
支
・
東
・
寒
・

簫
」、「
真
・
虞
」
と
あ
る
。
三
冊
目
は
表
紙
無
記
で
元
魂
韻
の
み
）
が
、
も
と

は
韻
目
毎
の
単
体
の
本
を
合
綴
し
た
体
裁
で
あ
る
こ
と
、
の
二
点
を
根
拠
に
、

「
韻
毎
に
独
立
し
た
分
冊
の
形
態
も
考
え
ら
れ
て
、
十
一
（
二
）
韻
本
以
外
を

「
零
本
」
と
し
て
処
理
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
）
28
（

。
こ
れ
以
上
の
言
及

は
な
い
も
の
の
、
右
の
指
摘
か
ら
は
、

①　

 

単
一
韻
か
ら
成
る
も
の
が
初
め
に
作
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
合
冊
・
編
集
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し
な
が
ら
複
数
韻
を
も
つ
韻
書
が
成
立
し
た
可
能
性
。

②　
 

本
来
複
数
韻
を
持
つ
一
冊
の
韻
書
が
韻
毎
に
分
冊
さ
れ
、
様
々
な
改
変

を
経
た
可
能
性
。

の
大
き
く
は
二
つ
の
流
れ
が
想
定
し
得
る
だ
ろ
う
。
工
具
書
と
し
て
便
宜
を
優

先
し
様
々
に
改
変
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
念
頭
に
お
け
ば
、
い
ず
れ
か
一
つ

に
決
す
る
必
要
は
な
く
、
複
合
的
な
変
化
を
想
定
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
少
な
く
と
も
、
本
稿
が
考
察
の
対
象
と
し
て
き
た
証
歌
を
有
す
る
類
本

の
一
群
、
す
な
わ
ち
曼
殊
院
本
『
韻
字
』、
京
大
本
『
韻
字
集
』、
聖
護
院
本
『
和

訓
押
韻
東
冬
麻
陽

　
　
　
　

』
に
お
い
て
は
、
あ
る
程
度
独
立
し
た
形
で
証
歌
を
も
つ
東
韻

が
成
立
し
た
の
ち
、
そ
の
他
の
韻
目
も
現
存
の
証
歌
を
備
え
た
形
式
に
整
え
ら

れ
た
、
と
の
編
纂
過
程
を
描
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。

五
、
近
世
初
期
に
お
け
る
『
万
葉
類
葉
抄
』
の
利
用

　

最
後
に
、『
類
葉
抄
』
享
受
と
い
う
側
面
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。

　

飛
鳥
井
雅
章
（
一
六
一
一
‐
一
六
七
九
）
の
言
説
を
収
め
た
『
尊
師
聞
書
』

に
は
、「
類
葉
集
は
万
葉
の
抄
也
。
中
御
門
宣
胤
の
作
也
。
勅
撰
也
。
希
代
の

物
也
）
29
（

。」
と
あ
る
。
延
徳
三
年
に
成
立
し
た
『
類
葉
抄
』
は
、
江
戸
前
期
時
点

に
お
い
て
拠
る
べ
き
本
と
し
て
の
地
位
を
得
て
い
た
ら
し
い
。『
和
訓
押
韻
』

類
本
所
収
の
万
葉
歌
が
『
類
葉
抄
』
に
依
拠
し
た
こ
と
は
、
右
の
よ
う
な
言
説

と
軌
を
一
に
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
『
類
葉
抄
』
の
性
質
に
つ
い
て
、
木
村
晟
氏
は
、「『
万
葉
集
』
そ
れ
自
体
の

研
究
の
た
め
と
言
ふ
よ
り
、
万
葉
語
に
ル
ー
ツ
を
索
め
得
る
和
歌
・
連
歌
の
実

作
の
た
め
の
座
右
の
書
）
30
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」
と
ま
と
め
て
い
る
。
宣
胤
に
よ
る
『
類
葉
抄
』
編
纂

の
目
的
は
厳
密
に
は
未
詳
で
は
あ
る
も
の
の
、「
天
象
・
時
節
・
地
儀
…
」
と

の
見
出
に
加
え
、
数
百
に
及
ぶ
下
位
分
類
に
よ
っ
て
『
万
葉
集
』
の
和
歌
や
歌

句
を
と
り
こ
ぼ
し
な
く
編
集
し
た
そ
の
内
容
が
、
連
句
文
芸
に
と
っ
て
も
き
わ

め
て
有
用
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。『
類
葉
抄
』
が
漢
和
聯
句
の

た
め
の
韻
書
作
成
の
周
辺
に
あ
っ
た
理
由
も
こ
こ
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
一
方
で
、

『
類
葉
抄
』
と
同
時
代
に
は
、
三
条
西
実
隆
に
よ
る
『
万
葉
一
葉
抄
』（
延
徳
元

〈
一
四
八
九
〉
年
）
も
編
ま
れ
て
い
る
。
部
類
項
目
に
よ
っ
て
集
中
の
短
歌
の

み
を
再
編
し
た
も
の
で
、『
類
葉
抄
』
と
方
向
性
を
同
じ
く
す
る
作
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
現
存
伝
本
は
零
本
を
含
め
八
本
と
少
な
く
、
実
際
は
『
類
葉
抄
』

に
比
べ
る
と
広
く
使
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
複
数
存
在

し
た
万
葉
歌
の
部
類
本
中
、
結
果
的
に
『
類
葉
抄
』
が
広
く
使
用
さ
れ
た
背
景

に
は
何
ら
か
の
選
択
が
働
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
想
起
さ
れ
る
の
は
、
本
稿

の
取
り
上
げ
た
三
つ
の
類
本
の
万
葉
歌
中
に
、
長
歌
を
見
い
だ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
第
三
節
の
Ｂ
に
示
す
通
り
、
六
箇
所
に
及
ぶ
長
歌
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
引
用

末
尾
に
「
長
歌
」
と
明
記
さ
れ
、
編
者
の
意
図
的
な
選
択
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺

わ
せ
る
。

　

連
歌
と
万
葉
長
歌
に
つ
い
て
、
深
沢
眞
二
氏
は
先
行
研
究
を
精
査
し
た
上
で
、

「
宗
祇
の
時
代
ま
で
の
連
歌
に
お
い
て
は
万
葉
歌
を
利
用
す
る
場
合
に
、
知
識

と
し
て
は
短
歌
形
式
の
歌
だ
け
で
ほ
ぼ
事
足
り
て
い
た
と
見
て
良
い
の
で
は
な

い
か
」
と
す
る
）
31
（

。
続
け
て
、
大
永
二
（
一
五
二
二
）
年
の
「
万
葉
集
詞
連
歌
）
32
（

」
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に
お
い
て
、
長
歌
を
本
歌
と
す
る
万
葉
集
の
歌
句
が
積
極
的
に
使
用
さ
れ
る
こ

と
を
指
摘
し
、「『
一
葉
抄
』
だ
け
で
は
「
万
葉
集
詞
連
歌
」
の
作
れ
な
い
時
代

が
来
て
い
た
」
と
述
べ
る
。『
類
葉
抄
』
は
短
歌
長
歌
の
別
な
く
、
集
中
の
殆

ど
全
て
の
歌
を
対
象
と
し
て
い
る
。
室
町
後
期
に
成
立
し
た
『
類
葉
抄
』
が
近

世
に
至
っ
て
広
く
利
用
さ
れ
た
背
後
に
は
、
そ
の
網
羅
性
と
時
代
の
長
歌
需
要

の
高
ま
り
と
の
合
致
を
見
て
取
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、『
和
訓
押
韻
』
類
本
を
取
り
上
げ
、
万
葉
歌
と
い
う
観
点
か
ら
考
察

を
加
え
て
き
た
。
み
て
き
た
よ
う
に
、『
和
訓
押
韻
』
等
の
実
作
の
為
の
編
纂

物
は
、
室
町
後
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
『
類
葉
抄
』
等
の
享
受
の
実
態
を
伝

え
る
資
料
と
し
て
の
側
面
も
見
い
だ
せ
る
。
ま
た
、『
和
訓
押
韻
』
類
本
中
の

万
葉
歌
は
証
歌
の
お
よ
そ
四
割
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、『
万
葉
集
』
を

除
い
て
は
歌
集
間
で
の
大
き
な
引
用
の
偏
り
は
な
い
こ
と
か
ら
、『
万
葉
集
』

へ
の
関
心
や
需
要
の
高
さ
が
看
取
で
き
る
）
33
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。『
夫
木
抄
』
に
も
万
葉
歌
が
採
録

さ
れ
る
な
か
、
証
歌
選
定
の
過
程
で
万
葉
歌
や
万
葉
語
彙
の
専
書
で
あ
る
『
類

葉
抄
』
が
繙
か
れ
た
こ
と
は
、
万
葉
歌
を
積
極
的
に
選
択
す
る
意
識
が
あ
っ
た

と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
実
用
の
た
め
の
韻
書
に
万
葉
歌
が
多
数
引
か
れ
る
こ

と
は
、
ひ
い
て
は
漢
和
聯
句
に
お
い
て
万
葉
歌
、
語
彙
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
を

示
唆
す
る
。
万
葉
歌
に
対
す
る
当
時
の
認
識
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、

ど
の
よ
う
な
形
で
万
葉
歌
が
利
用
さ
れ
た
か
、
実
作
と
の
相
関
も
含
め
、
そ
の

実
態
把
握
は
今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
る
）
34
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注

（
1
）　

但
し
、
広
義
の
和
漢
聯
句
に
は
、
漢
和
聯
句
も
含
ま
れ
る
。

（
2
）　

和
句
に
お
け
る
押
韻
と
は
、
句
末
を
漢
字
に
変
換
し
た
際
に
定
め
ら
れ
た
韻
字
に
な

る
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
3
）　

安
田
章
『
中
世
辞
書
論
考
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
八
三

（
4
）　

康
凱
欣
「『
和
訓
押
韻
』
に
つ
い
て
│
掲
出
字
か
ら
み
た
諸
本
の
関
係
│
」『
日
本
語

学
論
集
』
第
十
七
号
、
二
〇
二
一

（
5
）　

安
田
章
「
天
理
図
書
館
蔵
『
十
一
韻
』
の
書
入
」『
中
世
辞
書
論
考
』
清
文
堂
出
版
、

一
九
八
三
（
初
出
、『
ビ
ブ
リ
ア
』
七
十
五
、
一
九
八
〇
）

（
6
）　

拙
稿
「『
万
葉
類
葉
抄
』
の
本
文
系
統
に
つ
い
て
│
尊
経
閣
本
及
び
伊
達
文
庫
本
に

み
る
十
行
本
の
実
態
│
」（『
古
代
研
究
』
五
五
、
二
〇
二
二
）、
同
「『
万
葉
類
葉
抄
』

に
お
け
る
仙
覚
『
万
葉
集
註
釈
』
の
受
容
」（『
上
代
文
学
』
一
二
七
、
二
〇
二
一
）、

同
「
中
御
門
宣
胤
の
『
万
葉
集
』
研
究
│
『
万
葉
類
葉
抄
』
に
お
け
る
付
訓
の
様
相
│
」

（『
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
六
六
、
二
〇
二
一
）、
同
「『
西
本
願
寺
本
万
葉
集
』

の
貼
紙
と
『
万
葉
類
葉
抄
』
│
付
訓
の
様
相
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
和
歌
文
学
研
究
』
一

二
一
、
二
〇
二
〇
）

（
7
）　

田
中
克
子
「『
韻
字
記
』
と
『
聚
分
韻
略
』・『
和
訓
押
韻
』・『
古
今
韻
会
挙
要
』
と

の
関
係
」（『
滋
賀
大
国
文
』
十
四
、
一
九
七
六
）、
木
村
晟
「『
十
二
韻
』
の
韻
書
」『
辞

書
・
外
国
資
料
に
よ
る
日
本
語
研
究
』（
大
友
信
一
博
士
還
暦
記
念
、
和
泉
書
院
、
一

九
九
〇
）

（
8
）　

深
沢
眞
二
「『
和
訓
押
韻
』
考
」『
和
漢
の
世
界
│
和
漢
聯
句
の
基
礎
的
研
究
│
』（
清

文
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
）（
初
出
、『
国
語
国
文
』
六
五
‐
五
、
一
九
九
六
）

（
9
）　

北
岡
文
庫
本
奥
書
「
天
正
二
十
壬辰
歳
春
上
澣
／
蓍
穐
五
十
九
幽
斎
玄
旨
（
花
押
）」。

北
岡
文
庫
本
に
つ
い
て
は
、
石
坂
正
蔵
『
和
訓
押
韻
』「
和
訓
押
韻
解
題
」（
西
日
本
国

語
国
文
学
会
翻
刻
双
書　

第
一
期
第
四
冊
の
下
、
一
九
六
二
）
等
に
詳
し
い
。
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（
10
）　

北
岡
文
庫
本
：
熊
本
大
学
付
属
図
書
館
細
川
家
北
岡
文
庫
（
永
青
文
庫
）、
請
求
番

号
一
〇
七
・
三
六
・
二
、
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本
：
一
般
一
四
二
‐
四
〇

（
11
）　

曼
殊
院
本
は
安
田
「
韻
字
の
書
」（『
中
世
辞
書
論
考
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
八
三
）

末
尾
に
影
印
が
全
丁
掲
載
さ
れ
、
京
都
大
学
本
は
画
像
公
開
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

聖
護
院
本
に
つ
い
て
も
、
近
年
影
印
が
全
丁
公
開
さ
れ
、
中
村
元
に
よ
る
詳
細
な
解
説

が
記
さ
れ
て
い
る
（
中
村
元
「
聖
護
院
蔵
『
和
訓
押
韻
東
冬
麻
陽

　
　
　
　

』
影
印
・
解
説
」『
中

世
文
藝
論
稿
』
第
十
一
号
、
一
九
八
八
）。

（
12
）　

注（
5
）に
同
じ
。

（
13
）　

安
田
章
『
中
世
辞
書
論
考
』（
清
文
堂
出
版
、
一
九
八
三
）、
中
村
元
「
聖
護
院
蔵
『
和

訓
押
韻
東
冬
麻
陽

　
　
　
　

』
影
印
・
解
説
」（『
中
世
文
藝
論
稿
』
第
十
一
号
、
一
九
八
八
）

（
14
）　

宇
都
宮
由
的
（
号
、
遯
庵
、
頑
拙
）
編
、
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
刊
。
里
村
昌
純

に
よ
る
序
文
に
は
、「
そ
の
か
み
後
常
恩
寺
殿
の
ぬ
き
出
給
ひ
し
和
訓
押
韻
に
誰
の
人

か
元
韻
を
加
て
十
二
韻
と
い
ひ
て
世
に
行
は
れ
侍
る
今
又
冬
灰
歌
の
三
の
韻
を
そ
へ
し

は
和
漢
に
用
へ
き
文
字
共
お
ほ
く
て
麻
元
な
と
に
お
さ
く
お
と
る
ま
し
き
に
よ
り
て
な

ん
」
と
あ
り
、
十
二
韻
、
十
五
韻
の
韻
書
が
そ
れ
ぞ
れ
『
和
訓
押
韻
』
を
基
盤
に
成
立

し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
具
体
的
な
関
係
性
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
注（
5
）を
参
照
。

（
15
）　

十
二
韻
の
も
の
に
は
、
叡
山
文
庫
蔵
『
韻
字
記
』、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
韻
字
之
書
』

（
一
一
七
・
二
）
が
あ
る
。

（
16
）　

注（
5
）に
同
じ
。

（
17
）　

聖
護
院
本
は
、
表
紙
に
「
後
陽
成
院
御
作
」、
奥
書
に
「
右
一
冊　

後
陽
成
院
以
宸

翰
写
之
如
端
一
枚
堺
ア
リ
急
略
之
／
寛
文
十
戌
年
十
二
月
下
旬
〔
花
押
〕」
と
あ
る
。

花
押
未
詳
。

（
18
）　

注（
11
）中
村
論
文
に
同
じ
。

（
19
）　

安
田
章
「
韻
字
の
書
」『
中
世
辞
書
論
考
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
八
三
（
初
出
、『
国

語
国
文
』
四
七
‐
一
、
一
九
七
八
）

（
20
）　

注（
19
）に
同
じ
。

（
21
）　

拙
論
「
西
本
願
寺
本
『
万
葉
集
』
の
貼
紙
と
『
万
葉
類
葉
抄
』
│
付
訓
の
様
相
を
め

ぐ
っ
て
│
」『
和
歌
文
学
研
究
』
一
二
一
、
二
〇
二
〇

（
22
）　

今
日
伝
わ
る
『
類
葉
抄
』
の
伝
本
は
全
て
巻
十
六
を
欠
い
て
お
り
（
別
本
で
補
っ
て

い
る
も
の
や
巻
十
七
の
「
衣
服
」
部
を
巻
十
六
と
し
て
仕
立
て
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
本
来
の
巻
十
六
で
は
な
い
）、
現
存
す
れ
ば
『
万
葉
集
』
の
殆
ど
の
歌
を
採

録
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
欠
巻
は
早
く
よ
り
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
寛

政
九
（
一
七
九
七
）
年
、
入
江
昌
喜
が
妙
法
院
宮
眞
仁
親
王
（
光
格
天
皇
の
皇
兄
）
の

命
の
下
に
、
欠
巻
相
当
部
を
補
う
『
万
葉
類
葉
抄
補
闕
』
を
編
ん
で
い
る
。

（
23
）　
『
類
葉
抄
』
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、
渋
谷
虎
雄
『
古
文
献
所
収
万
葉
和
歌
集
成　

別

巻
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
六
）
に
詳
し
く
、
二
十
三
本
の
伝
本
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
さ
ら
に
、
龍
谷
大
学
附
属
図
書
館
大
宮
分
館
本
（
十
三
冊
）、
吉
永
文
庫
本
（
一

冊
）、
大
和
文
華
館
本
（
十
三
冊
・
一
面
十
二
行
）、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
有
栖
川
宮
本
（
九

冊
）
が
確
認
さ
れ
、
計
二
十
七
本
を
数
え
る
。
最
古
の
奥
書
を
持
つ
伝
本
は
前
田
育
徳

会
尊
敬
閣
文
庫
蔵
本
（
大
永
三
〈
一
五
二
三
〉
年
）
で
あ
る
が
、
一
冊
の
み
の
零
本
で

あ
り
、
他
は
す
べ
て
江
戸
期
の
写
本
で
あ
る
。
刊
本
は
な
い
。

（
24
）　

木
村
晟
編
「
開
題
」『
万
葉
類
葉
抄
』（
古
辞
書
研
究
資
料
叢
刊
第
十
七
巻
）
大
空
社
、

一
九
九
六

（
25
）　

注（
21
）に
同
じ
。

（
26
）　

注（
19
）に
同
じ
。

（
27
）　
『
聚
分
韻
略
』（
三
重
韻
系
）
に
含
ま
れ
な
い
韻
の
意
。
注（
11
）中
村
論
文
、
深
沢
眞

二
「『
漢
和
三
五
韻
』
の
周
辺
」『
和
漢
の
世
界
│
和
漢
聯
句
の
基
礎
的
研
究
│
』（
清

文
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
）
等
。

（
28
）　

注（
5
）に
同
じ
。

（
29
）　

近
世
和
歌
研
究
会
編
『
近
世
歌
学
集
成　

上
』
明
治
書
院
、
一
九
九
七

（
30
）　

注（
24
）に
同
じ
。

（
31
）　

深
沢
眞
二
「
連
歌
の
万
葉
像
」『
和
漢
の
世
界
│
和
漢
聯
句
の
基
礎
的
研
究
│
』（
清

文
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
、
初
出
『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
六
二
‐
八
、
一
九
九
七
）

な
お
、
氏
は
実
隆
の
『
一
葉
抄
』
が
連
歌
に
資
す
る
目
的
で
編
ま
れ
た
と
す
る
立
場
に

立
ち
、『
一
葉
抄
』
が
短
歌
の
み
を
集
成
し
た
理
由
を
こ
こ
に
求
め
て
い
る
。

（
32
）　

国
会
図
書
館
蔵
『
連
歌
合
集
』
第
二
十
九
冊
。「
万
葉
集
詞
連
歌
」
は
、
大
永
二
年
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五
月
十
八
日
、
年
次
未
詳
、
大
永
二
年
十
月
五
日
の
三
度
の
百
韻
が
残
る
。

（
33
）　

但
し
、
東
韻
中
の
万
葉
歌
が
『
夫
木
抄
』
を
基
本
資
料
と
す
る
の
に
対
し
、
以
降
の

韻
目
で
は
『
類
葉
抄
』
が
利
用
さ
れ
た
。
東
韻
が
先
行
し
て
成
立
し
、
か
つ
そ
こ
で
は

万
葉
歌
は
『
夫
木
抄
』
に
拠
る
一
首
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
厳
密
に
は
東
韻
時
点
で
万

葉
歌
に
は
は
さ
ほ
ど
力
点
が
置
か
れ
ず
、
以
降
の
韻
に
お
い
て
顕
著
に
な
っ
た
と
言
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
34
）　
『
万
葉
集
』
と
連
句
文
芸
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
山
田
孝
雄
「
連
歌
と
萬
葉
集
」『
萬

葉
集
と
日
本
文
芸
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
六
）、
岡
本
彦
一
「
連
歌
と
万
葉
集
と
の

関
係
│
万
葉
的
発
想
に
つ
い
て
の
調
査
│
」（『
論
究
日
本
文
学
』
十
六
、
一
九
六
一
）、

深
沢
眞
二
「
連
歌
の
万
葉
像
」『
和
漢
の
世
界
│
和
漢
聯
句
の
基
礎
的
研
究
│
』（
清
文

堂
出
版
、
二
〇
一
〇
、
初
出
『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
六
二
‐
八
、
一
九
九
七
）、

竹
下
豊
「『
万
葉
集
』
と
連
歌
│
陽
明
文
庫
蔵
『
万
葉
詞
』
を
め
ぐ
っ
て
│
」『
和
歌
と

中
世
文
学
』（
東
京
教
育
大
学
中
世
文
学
談
話
会
、
一
九
七
七
）
等
、
主
に
連
歌
と
の

関
連
に
つ
い
て
研
究
が
あ
る
。


